






















要約:医療の標準化が進むなかで、診療録の標準化と電子カルテノ利用が検討されている。

現在周産期・新生児の領域で、コンピュータでのデータベース作成に利用できる臨床上実

用的な疾病名コードはない。そこで、疾病名コードとして、1990 年 WHO で作成した ICDl0

疾病コードを採用し、周産期疾患のコード化を試みた。平成 7年度は、病名コード導入に

向けての lCD コードの利用の手引きを作成した。平成 8 年度は、ICD データベース普及に

向けての基礎検討として、わが国の主要新生児施設における患者情報管理を目的としたパ

ソコンデータベースの利用状況を調査した。調査の結果は、患者情報管理において、デー

タペースの利用率は高いが、病名コードの利用率は低いことが分かった。利用率の低い理

由は病名コードが共通化していないことが挙げられた。そこで本年度は、lCDl0 の病名コ

ードをべースに病名を共通化することで、利用度の向上を図った。さらに、本年度は、lCDl0

コードと lCD9 準拠の BRA コード(英国小児科学会疾病分類コードで、日本の主要新生児施

設で利用されている)の自動変換能を検討した。疾患名が標準化されれば、医療情報の共

有化が進み、全国の医療機関、保健所や行政機関ではそれをもとに疫学調査、行政施策へ

の反映、治療法の標準化などその応用範囲は広い。

しかし、日本語と英語の違い、産科領域と新生児領域での慣用病名の違いなど現時点では

疾患名の統一に多くの問題点があるので、疾患名そのものより共通された病名コードを用

いる方が現実的である。


